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1. はじめに 

人々は室内温度を常に想像しながら生活をしている。

このように、室温を予想することを想像温度という。室

温を予想することにより、前もって、暑さや寒さを耐え

凌ぐことができ、快適な暮らしを得ることができる。人々

は室内温度を不快に感じたら冷暖房を調節したり、窓を

開けて換気したり、衣服を調節して、快適な室内温度に

する。夏季の場合、実際の温度より、想像温度を低く感

じることができれば、エネルギー節約にもつながる。例

えば、室温が 28℃の場合、居住者が 26℃と想像したら、

2℃室温を下げるのに必要なエネルギーを節約できる。こ

のことから、想像温度によって、住宅の省エネルギー実

現のための手掛かりを得ることができるのではないかと

思われる。 

これまで、人が快適・不快に感じる温度の地域性に関

する研究 1)、ヒトの温度感覚と環境調整行動に関する研究

2)、人の視的・温熱的快適性と環境調整行動に関する研究

3)、ヒトの想像温度と環境調整行動に関する研究 4)等が行

われてきた。しかし、想像温度に関する研究は全体的に

少なく、特に住宅を対象とした研究が少ない。 

そこで、本研究では、岐阜県の住宅における温熱環境

実測と居住者の想像温度に関する熱的主観申告調査を行

い、想像温度と実際の温度の関係や温冷感と想像温度関

係から想像快適温度について明らかにする。 

 

2. 調査方法 

調査対象は岐阜県岐阜市近郊の住宅を対象とした。住

戸種類は戸建住宅である。調査人数は男性 40 名、女性 38

名の計 78名である。調査期間は 2010年 5月 13日から 2011

年 5 月 31 日までの 1 年間である。温湿度は小型測定機器

を用いて 10 分間隔で測定した。測定機器は居住者の邪魔

にならないように設置し、想像温度の申告は 1 日に数回

行ってもらった。居住者には、測定機器に表示される気

温を見ずに申告をしてもらった。 

 

想像温度の申告は、室内の気温を想像し、申告してもら

った。温冷感の申告は 9 段階尺度を用いた（図 1）。 

 

図 1 温冷感の尺度 

 

3. 分析方法 

 想像快適温度は回帰方法と Griffiths 方法を用いて計算

する。回帰法とは室温と温冷感申告の一次回帰から、「5.

暑くも寒くもない」に相当する温度を求めて快適温度と

する方法である。フィールド調査では回帰法による快適

温度の算出が上手くいかない場合もあるため、下記の式

を用いて Griffiths 法でも想像快適温度を検証する。 

Tc=Tic＋(5-C)/a                  (1) 

Tc：想像快適温度(℃)、Tic：想像室温(℃)、C：温冷感

申告、a：回帰係数である。Nicol らは Griffiths 法を適用

するにあたって、7 段階尺度で 1)0.25、2)0.33、3)0.50 の 3

通り回帰係数を用いている。1)0.25 はフィールド調査の

既往研究から得られた係数値である。2)0.33 は Fanger の

実験室実験から Probit 法によって得られた係数値である。

3)0.50 は Humphreys らがよく用いる値である。本研究で

これらの値を用いて想像快適温度を検証する。3 つの回帰

係数を温冷感の 9段階尺度に換算すると 1)0.33(=0.25×8/6), 

2)0.44(=0.33×8/6), 3)0.67(=0.50×8/6)となる。 

 

4. 結果と考察 

4.1 想像温度と実際の室温 

住宅のリビングにおける室温と想像温度がどのように

分布しているか明らかにする。図 2 に申告中の実際の室
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温の分布を示す。データは自然換気モード（NV）と冷房

モード（AC）と暖房モード（HT）に分類した。 

 平均室温は NV モードで 22.7℃、AC モードで 28.0℃、

HT モードで 17.7℃であり、それぞれのモードで約 5℃の

差がある。室温の標準偏差は NV モードで 5.6℃、AC モ

ードで 2.0℃、HT モードで 4.2℃であり、NV モードと HT

モードのデータのばらつきが大きいといえる。 

 
図 2 各モードにおける室温の分布 

 

図 3 に室内想像温度の分布を示す。平均想像温度は NV 

モードで 21.6℃、AC モードで 27.0℃、HT モードで 17.3℃

あり、実際の室温と同様それぞれのモードで約 5℃の差が

ある。想像温度の標準偏差は、NV モードで 5.6℃、AC

モードで 2.2℃、HT モードで 4.2℃であり、NV と HT モ

ードのデータのばらつきが大きいといえる。このように

して、居住者は 1 年を通して、自然換気や冷暖房を利用

し、過ごしやすい室温に調節していたといえる。 

このように、想像温度と室温の分布を比較してみると、

非常に似通ったものになっていることが分かる。すなわ

ち、モード別のデータの平均値も、ばらつき方もほぼ同

じである。 

 

図 3 各モードにおける想像温度の分布 

 

4.2 想像温度と実際の室温の差 

この節では、想像温度と実際の室温の差から、室温を

基準にした時、想像した温度がどの程度ばらついている

のかを明らかにする。図 4 に想像温度と実際の室温の差

の分布を示す。 

 想像温度と実際の室温の差の平均値は NV モードで

-1.2K、AC モードで-1.0K、HT モードで-0.4K となってい

る。HT モードで、差が一番小さく、暖房の設定温度から

温度を推測していると思われる。自然換気である NV モ

ードで差が大きいのは、湿度や風などの条件によって想

像温度が変化するためと思われる。各モードにおける標

準偏差は NV モードで 3.0K、AC モードで 2.6K、HT モー

ドで 4.3K となっており、HT モードのデータのばらつき

が大きい。 

 

図 4 想像温度と実際の室温の差の分布 

 

4.3 想像温度と実際の室温の関係 

この節では、各モードの想像温度と実際の室温の関係

について明らかにするため、回帰分析を行う。図 5 にモ

ード別の想像温度と室温の散布図を示す。得られた回帰

式は以下示す。 

NV  Tic=0.862Ti+1.959(n=13496 , r=0.86, p<0.001)   (2) 
AC  Tic=0.290Ti+18.858(n=1957, r=0.27, p<0.001)    (3) 

HT  Tic=0.498 Ti+8.486 (n=5238, r=0.50, p<0.001)   (4) 

Ti：室温(℃)、Tic：想像室温(℃)、n：サンプル数、r：

相関係数、p：有意水準である。回帰係数や相関係数はNV

モードで一番高くなっている。この回帰式を用いて、室温

が28℃の場合、想像温度はNV モードで26.1℃、ACモード

で27.0℃である。また、室温が15℃の場合、想像温度はHT

モードで16.0℃である。想像温度と室温の相関係数はNV

モードで0.86、ACモードで0.27、HTモードで0.53であり、

NVモードが一番高い。つまり、冷房や暖房をつけている

時よりも、自然換気している時の方がより正確に温度を想

像することができるといえる５）。 
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図5 想像温度と室温の関係 

 

4.4 回帰法による想像快適温度の予測 

この節では、住宅のリビングにおける温冷感がどのよ

うに分布しているのかについて明らかにする。また、想

像温度と温冷感の関係から想像快適温度について明らか

にする。図 6 に温冷感の分布を示す。表 1 に温冷感と室

温や想像温度の相関係数を示す。 

平均温冷感は NV モードで 4.9、AC モードで 5.6、HT

モードで 4.2 となっており、それぞれのモードで 0.7 の差

がある。 

 

 
図 6 温冷感の分布 

 

図 7 に温冷感と想像温度の関係を示す。得られた回帰

式は以下の通りである。 

NV：C=0.153Tic+1.673(n=13,868, R²=0.50, p<0.001)  (5) 

AC：C=0.115Tic+2.473(n=2,100, R²=0.05, p<0.001)      (6) 

HT：C=0.103Tic+2.382(n=5,347, R²=0.25, p<0.001)      (7) 

C：温冷感、Tic：想像室温（℃）、n：サンプル数、R²：

相関係数、p：有意水準である。相関係数は、NV モード

の時が一番高くなっている（表１）。AC モードと HT モ

ードの回帰係数がほぼ同じなため、両方のグラフは、ほ

ぼ平行になっている。回帰式に「5.暑くも寒くもない」

を代入すると、想像快適温度は、NV モードで 21.7℃、

AC モードで 21.2℃、HT モードで 25.4℃となる。HT モー

ドでは想像快適温度が高いが、次節で Griffiths 法を用い

て検討する。 

 

図 7 温冷感と想像温度の関係 

 

 

表 1 温冷感と室温や想像温度の相関係数 

Mode 項目 Tic:C Ti:C 

 

NV 

r 0.71 0.69 

  p <0.001 <0.001 

n 13,896 13,472 

 

AC 

r 0.22 0.23 

p <0.001 <0.001 

n 2,101 1,956 

 

HT 

r 0.50 0.31 

p <0.001 <0.001 

n 5,348 5,241 

Tic：想像温度（℃）、Ti：室温（℃）、C：温冷感、r： 

相関係数、p：有意水準、n：サンプル数である。 

 

 

4.5 Griffiths 法による想像快適温度の予測 

想像快適温度を Griffiths 法でも検討する。図 8 に温冷

感申告と想像室温から計算した Griffiths 法による想像快

適温度の分布を示す。回帰係数 0.33、0.44、0.67 による想

像快適温度に大きな差がないため、以降では、回帰係数

0.67 を用いて分析する。表 2 に回帰係数別による快適想

像温度と標準偏差を示す。平均想像快適温度は、NV モー

ドで 21.6℃、AC モードで 26.0℃、HT モードで 18.5℃で

ある。回帰法と Griffiths 法による想像快適温度を比較す

ると、NV モードで 0.1℃、HT モードで 6.9℃回帰法の方

が高く、AC モードで 4.8℃Griffiths 法の方が高くなってい

る。AC と HT モードにおいて差がみられたが、Griffiths

法の方が妥当的であると思われる。 
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表 2 回帰係数別による想像快適温度と標準偏差 

Mode 回帰係数 想像快適温度(℃) 標準偏差

 

NV 

0.33 21.7 4.0 

0.44 21.6 4.2 

0.67 21.6 4.5 

 

AC 

0.33 25.2 3.8 

0.44 25.6 3.1 

0.67 26.1 2.5 

 

HT 

0.33 19.8 3.7 

0.44 19.2 3.7 

0.67 18.5 3.8 

 

 

 

図 8 想像快適温度の分布 

 

図9 月毎の平均想像快適温度と95％の信頼区間 

 
 図 9 に月毎の平均想像快適温度と 95％の信頼区間を示

す。図は回帰係数 0.67 によるものである。想像快適温度

の平均値は、夏であれば 25℃前後、冬であれば 15℃前後

となっており、10℃の季節差がみられる。よって、人々

は住んでいる環境にうまく適応しながら暮らしていると

いえる。 

 

5.まとめ 

 本研究では、岐阜県の住宅を対象に温熱環境の実測と

想像温度に関する熱的主観申告調査を行い、下記の結果

が得られた。 

1. 想像温度と室温の分布を比較してみると、非常に似

通ったものになっており、モード別のデータの平均

値も、ばらつき方もほぼ同じである。居住者は冷暖

房や自然換気を利用し、室温を調節していたといえ

る。 

2. 想像温度と実際の室温の差は、NV モードが一番大き

く、湿度や風など、様々な条件によって想像温度は

変化すると考えられる。 

3. 想像温度と室温の相関係数は NV モードで 0.86、AC

モードで 0.27、HT モードで 0.53 であり、NV モード

が一番高い。つまり、冷房や暖房をつけている時よ

りも、自然換気している時の方がより正確に温度を

想像することが出来るといえる。 

4. Griffiths 法で算出した想像快適温度は NV モードで

21.6℃、AC モードで 26.0℃、HT モードで 18.5℃で

ある。平均想像快適温度に 10℃の季節差があり、人々

は住んでいる環境にうまく適応しながら暮らしてい

るといえる。 
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